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9月定例会

扌新庄市議会
　HPはコチラ

令和６年度決算を認定令和６年度決算を認定……………… P4～5P4～5

13人が一般質問13人が一般質問… ………… ……… P6～12P6～12
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史
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　新庄亀綾織は、新庄藩９代藩主正胤（まさつぐ）が
文政13（1830）年に技術者を招き、藩の特産品とし
て奨励したのが始まりです。明治末期に生産が途絶え、
“幻の織物”と呼ばれていたこともありましたが、現代
に完全復元されました。細い絹糸で織り、織り上げて
から染色するため、しっとりとした風合いと気品ある
光沢、しなやかな手触りが特徴です。
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８月臨時会８月臨時会 ……手数料条例の一部を改正手数料条例の一部を改正
８月５日、報告１件を受け、議案２件、令和７年度補正予算２件を原案のとおり可決しました。

審議された議案
種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

　【市長提出】
報告 第８号 損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について ー

議案

第42号 令和７年度新庄市一般会計補正予算（第３号）

可決
第43号 令和７年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号）
第44号 和解及び損害賠償の額の決定について
第45号 新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

　【市長提出】

報告
第９号 一般財団法人新庄市スポーツ協会の経営状況の報告について

−
第10号 令和６年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

諮問
第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

同意
第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案

第46号 令和６年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について

認定
第47号 令和６年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
第48号 令和６年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
第49号 令和６年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
第50号 令和６年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決及び認定
第51号 令和６年度新庄市下水道事業会計決算の認定について 認定
第52号 令和７年度新庄市一般会計補正予算（第４号）

可決

第53号 令和７年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
第54号 令和７年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
第55号 令和７年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
第56号 令和７年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号）
第57号 令和７年度新庄市下水道事業会計補正予算（第２号）
第58号 新庄市教育委員会委員の任命について 同意
第59号 新庄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

可決第60号 新庄市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
第61号 新庄市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
第62号 最上広域市町村圏事務組合規約の一部変更について 否決
第63号 新庄市手数料条例の一部を改正する条例について

可決第64号 字の区域の変更について
第65号 市道路線の認定及び廃止について

　【委員会提出】
議会案 第５号 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について 可決

９月定例会９月定例会 ……令和７年度当初令和７年度当初予算を可決予算を可決
初日、９月９日、報告２件を受け、人事案件３件に同意しました。
最終日、９月25日、令和６年度決算５件を認定、１件を可決及び認定、議案６件を原案のとおり可決、１件を否
決し、令和７年度補正予算６件を原案のとおり可決しました。
また、追加提案された議会案１件を原案のとおり可決しました。

審議された議案等

チョイス P13
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議案に対する議員の賛否

会　　　派　　　名 新政・結の会 共に創る
市民の会

会派に
属さない

議員 採
決
結
果

議案等
番　号

小
嶋　

冨
弥

小
野　

周
一

髙
橋
富
美
子

佐
藤　

卓
也

山
科　

正
仁

山
科　

春
美

渡
部　

正
七

鈴
木　

法
学

辺
見　

孝
太

鈴
木　

啓
太

坂
本
健
太
郎

田
中　
　

功

伊
藤　

健
一

今
田　

浩
徳

新
田　

道
尋

佐
藤　

悦
子

亀
井　

博
人

議　案
第46号

令和６年度新庄市一般会計歳入歳出決
算の認定について ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

議　案
第49号

令和６年度新庄市後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

議　案
第62号

最上広域市町村圏事務組合規約の一部
変更について ● ● ● ― ● ● 棄

権 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 否決

※議長は採決に参加しません。

賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○ → 賛成　　● → 反対

請願の審議結果
件　　　名 請　願　者 紹介議員 結　果

地方財政の充実・強化に関する請願 新庄市職員労働組合
執行委員長　井上　勝人

鈴木　啓太
辺見　孝太
鈴木　法学

採択

●
議
案
第
61
号

　

新
庄
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　

シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
よ
り
、
経
費
が
何
倍
に
も
上

が
る
と
い
う
情
報
が
あ
る
が
ど
う
か
。

Ａ　

来
年
度
の
運
用
経
費
は
、
今
年
度
よ
り
70
％
く
ら

い
上
が
る
見
込
み
で
あ
る
。

●
議
案
第
62
号

　

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

Ｑ　

事
務
局
長
と
総
合
調
整
監
を
置
く
こ
と
で
、
人
件

費
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

総
合
調
整
監
は
事
務
局
長
を
兼
務
す
る
た
め
、
負

担
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
。

Ｑ　

昨
年
の
本
会
議
で
否
決
さ
れ
、
今
回
変
更
し
た
箇

所
は
「
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
こ
と
と
、「
副

管
理
者
」
を
「
総
合
調
整
監
」
と
し
た
だ
け
で
は
な
い

か
。
理
事
会
で
は
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
。

Ａ　

将
来
的
に
は
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
が
事
務
局
長
を
担

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
総
合
調
整
監
を
置
か
ず
事
務
局

長
が
そ
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
。

●
議
案
第
63
号

　

新
庄
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

Ｑ　

今
回
の
改
正
で
、
現
行
よ
り
負
担
が
増
え
る
こ
と

は
あ
る
か
。

Ａ　

申
請
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
。

●
議
案
第
64
号

　

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

Ｑ　

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
の
農
地
整
備
事
業
の
内

容
は
。

Ａ　

受
益
面
積
は
27
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
総
事
業
費
は
約

８
億
１
７
０
０
万
円
で
あ
る
。
農
地
を
農
地
中
間
管
理

機
構
に
一
括
し
て
貸
し
出
し
、
山
形
県
が
整
備
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
農
業
者
の
自
己
負
担
な
し
で
圃
場
整
備

が
で
き
る
事
業
で
あ
る
。

常
任
委
員
会
の
報
告

常
任
委
員
会
の
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

　

９
月
９
日
（
定
例
会
初
日
）
に
お
い
て
同
意

さ
れ
た
人
事
案
件
を
ご
紹
介
し
ま
す

◎
人
権
擁
護
委
員	

小
国　
　

毅　

氏

	

石
川　

美
保　

氏

◎
新
庄
市
教
育
委
員
会
委
員	

	

小
野　

智
絵　

氏

人

事

案

件

市民とともに歩む議会、開かれた議会の実現を目指し、

議会報告会を開催します。

市内３会場で開催しますので、都合の良い会場へお越し

ください。皆様の参加をお待ちしております。

開催日 開催時間 会 場 担当

11月25日（火）
午後６時30分
　～午後８時00分
（午後６時開場）

わくわく新庄 A班

11月26日（水） 新庄市民プラザ B班

11月28日（金） 雪の里情報館 C班

議会報告会を開催します議会報告会を開催します



決算特別委員会
の審査から

決算特別委員会
の審査から

　９月18・19日の決算特別委員会において、一般会計については、19日に反対・　　賛成討論が１件ずつ表明されましたが、採決の結果、賛成多数で
認定すべきものと決し、９月25日本会議において賛成多数で認定されました。一般　　会計と特別会計の決算額は、歳入302億1927万円（前年度比4.3％
増）、歳出288億3574万円（前年度比6.4％増）、実質収支10億190万円（前年度比　　41.2％減）となりました。
※掲載している文章は、抜粋し、要約したものです。詳しくはＱＲコードから動　　画をご覧ください。

令和６年度
決算を認定

有効に使われたか!!
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Ｑ
．
市
の
財
政
指
標
は
改
善
傾
向
に
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
財
政
状

況
を
伺
う
。

Ａ
．
比
率
的
安
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ

に
安
心
し
て
起
債
事
業
な
ど
を
増
や
す

と
後
年
度
に
経
常
経
費
と
し
て
跳
ね
返

っ
て
く
る
た
め
、
計
画
的
に
運
営
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

Ｑ
．
市
税
全
体
で
収
入
未
済
額
が
前
年

度
に
比
べ
９
６
５
万
９
０
０
０
円
増
加

し
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
マ
ホ
納
付

は
伸
び
て
い
る
が
他
の
収
納
対
策
は
考

え
て
い
る
か
。

Ａ
．
現
在
行
っ
て
い
る
口
座
振
替
、
ス

マ
ホ
決
済
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
周
知
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
．
北
本
町
に
あ
る
市
有
地
に
つ
い
て
、

屋
外
の
遊
び
場
と
し
て
活
用
を
望
む
声

も
あ
る
が
、
有
効
活
用
に
向
け
た
方
策

を
伺
う
。

Ａ
．
検
討
は
進
ん
で
い
な
い
が
、
屋
外

の
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
の
活
用
も

一
つ
の
考
え
で
あ
る
。
未
利
用
地
の
処

分
に
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
が
、

子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
の
活
用
に
つ

い
て
も
、
場
所
を
こ
こ
に
す
る
か
は
別

と
し
て
、
市
全
体
で
検
討
す
べ
き
課
題

で
あ
る
。

Ｑ
．
公
園
の
損
傷
を
通
報
す
る
機
能
は

活
用
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
道
路
の

損
傷
の
通
報
ま
で
機
能
の
拡
張
を
考
え

て
い
る
か
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
公
園
の
損
傷
に
つ
い
て

の
通
報
は
な
か
っ
た
。
道
路
の
通
報
に

つ
い
て
も
機
能
拡
張
は
考
え
て
い
る
が
、

通
報
を
受
け
た
際
の
体
制
な
ど
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
担
当

課
と
も
調
整
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ
．
補
助
要
件
と
、
申
請
さ
れ
た
方
す

べ
て
が
補
助
を
受
け
ら
れ
た
の
か
伺
う
。

Ａ
．
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
予
防

す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
高

齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
が
エ
ア
コ
ン
を

購
入
す
る
際
の
経
費
の
う
ち
３
分
の
２
、

上
限
５
万
円
の
助
成
を
行
っ
た
。
57
件

の
申
請
が
あ
り
、
申
請
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
方
に
助
成
を
行
っ
た
。

Ｑ
．
給
油
券
の
利
用
率
が
高
い
。
通

学
・
通
勤
の
送
迎
に
利
用
す
る
方
に
と

っ
て
は
少
な
い
支
援
で
は
な
い
か
と
思

う
が
ど
う
か
。

Ａ
．
タ
ク
シ
ー
券
よ
り
も
給
油
券
の
利

用
率
の
方
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
令

和
７
年
度
か
ら
は
枚
数
を
12
枚
に
増
や

し
て
い
る
。

Ｑ
．
前
年
よ
り
歳
入
が
増
え
て
も
ほ
ぼ

同
額
を
積
立
て
に
回
し
て
い
る
が
、
有

効
に
活
用
で
き
な
い
か
。

Ａ
．
今
後
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
ど
、
森
林
の
有
効
活
用
に
向
け
た
取

組
み
に
財
源
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
．
定
住
促
進
住
宅
の
修
繕
件
数
が
63

件
と
な
っ
て
い
る
が
、
管
理
戸
数
も
同

数
か
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
の
修
繕
が

完
了
し
て
か
ら
の
申
込
状
況
を
伺
う
。

Ａ
．
管
理
戸
数
と
同
数
で
は
な
く
、
状

況
に
合
わ
せ
た
修
繕
を
し
て
お
り
、
１

戸
に
対
し
複
数
件
の
修
繕
を
行
っ
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
東
北
農
林
専
門
職
大

学
の
学
生
向
け
に
10
戸
改
修
し
、
令
和

７
年
度
入
学
さ
れ
た
方
の
う
ち
５
名
が

入
居
し
て
い
る
。

財
政
状
況

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

機
能
拡
張
業
務
委
託
料

家
庭
用
冷
房
機
新
規
購
入

事
業
補
助
金

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金

定
住
促
進
住
宅
管
理
事
業

市
税
（
収
入
未
済
）

土
地
建
物
売
払
収
入

障
が
い
者
移
動
手
段
確
保
事
業

一
　
般
　
会
　
計

一
　
般
　
会
　
計

【
歳
入
】

【
歳
入
】

【
歳
出
】

【
歳
出
】

18日 19日

決算特別委員会の動画はこちらから

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
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賛
否

請
願
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決算特別委員会
の審査から

決算特別委員会
の審査から

　９月18・19日の決算特別委員会において、一般会計については、19日に反対・　　賛成討論が１件ずつ表明されましたが、採決の結果、賛成多数で
認定すべきものと決し、９月25日本会議において賛成多数で認定されました。一般　　会計と特別会計の決算額は、歳入302億1927万円（前年度比4.3％
増）、歳出288億3574万円（前年度比6.4％増）、実質収支10億190万円（前年度比　　41.2％減）となりました。
※掲載している文章は、抜粋し、要約したものです。詳しくはＱＲコードから動　　画をご覧ください。

令和６年度
決算を認定

有効に使われたか!!
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Ｑ
．
空
き
家
に
付
属
し
て
い
る
農
地
が

売
買
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
の
支

援
は
あ
る
か
。

Ａ
．
空
き
家
バ
ン
ク
や
空
き
家
除
却
に

係
る
支
援
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

農
地
転
用
に
つ
い
て
は
関
係
課
へ
情
報

を
共
有
し
、
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

Ｑ
．
獣
害
や
水
害
な
ど
、
火
災
以
外
の

災
害
の
消
防
団
の
出
動
基
準
の
検
討
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

Ａ
．
消
防
団
分
団
長
以
上
会
議
に
お
い

て
、
市
か
ら
消
防
団
長
に
出
動
の
要
請

を
行
い
、
消
防
団
長
か
ら
の
指
示
に
基

づ
き
出
動
し
た
場
合
は
活
動
報
酬
を
支

出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ
．
各
学
校
や
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難

所
に
分
け
管
理
し
て
い
る
災
害
備
蓄
品

を
リ
ス
ト
化
し
、
何
ら
か
の
媒
体
に
掲

載
す
る
予
定
が
あ
る
か
伺
う
。

Ａ
．
現
在
は
そ
の
よ
う
な
予
定
は
な
い

が
、
内
部
で
検
討
し
た
い
。

Ｑ
．
学
校
給
食
費
は
少
子
化
対
策
と
し

て
、
一
部
補
助
で
は
な
く
全
額
補
助
と

す
べ
き
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

Ａ
．
令
和
６
年
度
は
第
一
子
に
対
し
、

小
学
校
は
１
食
15
円
、
中
学
校
は
１
食

20
円
、
第
二
子
は
半
額
、
第
三
子
以
降

は
全
額
補
助
と
し
た
。
今
年
度
は
第
一

子
の
補
助
額
を
引
上
き
上
げ
、
小
学
校

は
１
食
40
円
、
中
学
校
は
50
円
を
補
助

し
て
い
る
。
国
で
も
学
校
給
食
無
償
化

が
検
討
事
項
と
し
て
上
が
っ
て
お
り
、

子
育
て
支
援
の
重
要
性
と
併
せ
て
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く
。

Ｑ
．
令
和
６
年
度
に
５
８
７
万
４
８
０

０
円
取
り
崩
し
、
決
算
年
度
末
の
現
在

高
は
４
７
６
万
４
７
１
５
円
だ
が
、
今

後
の
運
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

Ａ
．
具
体
的
な
方
針
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
今
後
も
皆
様
が
安
心
し
て
ま
つ

り
を
楽
し
め
る
新
庄
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら
運
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
市
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の

県
内
13
市
で
の
順
位
を
伺
う
。
ま
た
、

国
保
税
を
少
し
で
も
下
げ
る
た
め
加
入

者
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

Ａ
．
令
和
６
年
度
は
13
市
中
12
位
と
２

番
目
に
低
く
、
令
和
７
年
度
は
税
率
の

引
上
げ
を
行
っ
た
自
治
体
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
13
市
中
13
位
と
最
も
低
い
税
率

で
あ
る
。
ま
た
、
税
率
に
つ
い
て
は
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
検
討
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
が
、
歳
出
の
７
割
を

給
付
費
が
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適

正
受
診
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
促
進
、
特
定
健
診
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
．
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
開
所
の
地
区
が

増
加
し
回
数
・
参
加
者
が
増
え
た
よ
う

だ
が
、
工
夫
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

Ａ
．
委
託
先
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
事
業
の
紹
介
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
予

防
に
関
す
る
啓
発
活
動
、
サ
ロ
ン
立
上

げ
の
際
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

非
常
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業
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一 般 質 問
疑問＆提案
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が
み
」
に
お
い
て
、「
も
し
も
の
時

の
お
役
立
ち
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
、

普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
あ
っ
と
ほ
ー
む
も
が

み
に
お
い
て
講
座
等
を
企
画
し
、
普

及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
移
動
販

売
サ
ー
ビ
ス
等
が
定
着
す
れ
ば
食
の

供
給
だ
け
で
な
く
地
域
経
済
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
及
び
介
護
予
防

等
多
く
の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

市
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
は
市

民
生
活
を
守
る
上
で
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
点

を
踏
ま
え
、
買
い
物
弱
者
を
支
援
す

る
手
段
は
移
動
販
売
だ
け
に
限
ら
な

い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
公
共
交
通

を
利
用
し
た
移
動
手
段
確
保
の
取
組

み
や
、
地
域
の
公
民
館
な
ど
を
活
用

し
た
臨
時
販
売
所
の
設
営
な
ど
、
先

進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
様
々
な
観
点
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に

つ
な
が
る

よ
う
な
施

策
を
検
討

し
て
い
き

ま
す
。

◎
本
市
に
お
け
る
人
生
会
議
に
つ
い

て
の
認
識
と
認
知
度
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
普

及
・
啓
発
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。

市
長　

人
生
会
議
は
、
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
中
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た

め
の
手
法
の
一
つ
で
あ
り
、
病
気
や

け
が
な
ど
、
も
し
も
の
こ
と
が
起
き

た
場
合
に
備
え
、
ご
家
族
や
周
囲
の

信
頼
す
る
人
、
医
療
機
関
な
ど
と
繰

り
返
し
話
し
合
い
、
共
有
す
る
機
会

を
持
つ
取
組
み
で
す
。
元
気
な
う
ち

か
ら
治
療
や
療
養
生
活
に
つ
い
て
あ

ら
か
じ
め
話
し
合
う
プ
ロ
セ
ス
で
す

が
、
市
民
の
皆
様
の
認
知
度
は
ま
だ

低
い
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
生
会
議
の
普
及
・
啓
発

の
取
組
み
は
最
上
８
市
町
村
で
運
営

す
る
最
上
地
域
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
拠
点
「
＠
（
あ
っ
と
）
ほ
ー
む
も渡

わ た な べ

部　正
し ょ う し ち

七　議員

安心して生活するための支援の充実
質問動画は
こちらから

買い物弱者対策は

渡部　正七
　１．「地域おこし協力隊」について
　２．「防災対策」について
　３．「人生会議（ＡＣＰ）の普及・啓発」について P6
　４．「買い物弱者と移動販売」について P6
　５．「学校の安全管理」について
坂本健太郎
　１．政策形成過程への女性の参画について P7  
　２．女性の就労・起業支援と地域定着の実現に向けて P7
田中　　功
　１．災害復旧の進捗と今後の対応について P7  
　２．山屋温泉の入湯税減免と公共交通の活用について P7
　３．健康診断の受診促進とフォロー体制について
鈴木　啓太
　１．関係人口の創出について
　２．体育施設の利用環境について P8
　３．市道の安全対策について P8
山科　春美
　１．社会教育系施設の整備計画について P8  
　２．観光のまちづくりについて P8
　３．�べにばな国体の記念モニュメントに収められたタイムカプ

セルについて
山科　正仁
　１．�道の駅「新庄エコロジーガーデン原蚕の杜」の有効活用に

向けた方策について P9
　２．�新庄志誠館高校開校に伴う小中学生への影響と市の対応に

ついて P9

小嶋　冨弥
　１．持続可能な市政運営について P9
　２．学校教育について
亀井　博人
　１．高温渇水対策について P10
　２．ゼロカーボンについて
　３．子育て対策について
　４．学校とまちづくりについて P10
辺見　孝太
　１．新庄まつりの観覧席について
　２．農村環境改善センターの今後について
　３．専門職大学の学生の誘致について P10
小野　周一
　１．公約の自己評価について P11
　２．雇用の創出について P11
　３．米政策について
佐藤　悦子
　１．�中小企業・小規模事業者支援の抜本的強化で賃金の引き上

げを P11
　２．学校教育について
　３．すべての国民が安心して国産米を食べられるように
　４．多面的機能支払交付金事業の公正な運用のために
伊藤　健一
　１．新庄市の義務教育における水泳授業について
　２．特にクマなどの危険鳥獣への対策について P12
　３．猫の不妊・去勢に対する補助等事業実施について P12
髙橋富美子
　１．健康増進について P12
　２．安全・安心の街づくりについて

９月定例会一般質問の質問者と質問事項

一般質問は、９月10日、11日、12日の３日間、13名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。
※�掲載している文章は、抜粋し、要約したものです。詳しくは各議員のＱＲコードから
動画をご覧ください。

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて！

一般質問って何？
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一般質問
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◎
市
民
待
望
の
山
屋
温
泉
が
、
民
間
事

業
者
に
よ
り
昨
年
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
市
民
の
健
康
増
進
と
低
廉
な
入

浴
料
維
持
の
た
め
他
市
町
村
で
も
行
っ

て
い
る
入
湯
税
の
免
除
が
出
来
な
い
か

お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

入
湯
税
は
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
り
、
温
泉
に
入
浴
す
る
方
が
負
担
し
、

そ
れ
を
経
営
者
が
納
付
す
る
間
接
税
で

◎
若
年
女
性
の
流
出
背
景
に
は
暮
ら
し

や
す
さ
・
働
き
や
す
さ
・
市
政
へ
の
参

画
機
会
の
不
足
が
あ
り
ま
す
。
女
性
が

生
き
や
す
い
・
戻
り
や
す
い
新
庄
へ
、

多
様
な
声
を
施
策
に
生
か
す
取
り
組
み

は
。

市
長　

様
々
な
施
策
に
お
い
て
、
女
性

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
女
性
が

よ
り
活
躍
で
き
る
ま
ち
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
女
性
か
ら
選
ば
れ
る

ま
ち
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、
男
女
の
区
別
な
く
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
に
お
い
て
本
市
の
施
策
に
対

す
る
意
見
を
聴
取
し
て
お
り
、
そ
の
結

果
は
施
策
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

若
者
や
若
い
女
性
が
本
市
の
施
策
に
求

め
る
も
の
を
分
析
し
、
施
策
に
反
映
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

◎
若
年
女
性
が
戻
れ
な
い
・
暮
ら
せ
な

い
背
景
に
は
給
与
水
準
や
職
業
の
魅
力

不
足
が
あ
り
ま
す
。
起
業
支
援
な
ど
市

の
取
り
組
み
は
。

市
長　

短
時
間
勤
務
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
柔
軟
な
働

き
方
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
に
も
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
が
自
身
の
ス
キ
ル
や
興
味

を
活
か
し
て
地
域
で
働
き
が
い
の
あ
る

仕
事
に
就
け
る
よ
う
、
企
業
を
含
め
た

多
様
な
就
労
機
会
の
創
出
を
支
援
す
る

こ
と
は
、
若
年
女
性
の
定
着
に
直
結
す

る
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
女
性
の
起
業
が
多
く
見
ら
れ

る
職
種
と
し
て
は
、
女
性
の
き
め
細
や

か
な
視
点
を
活
か
し
た
も
の
が
多
く
、

美
容
サ
ロ
ン
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

自
身
の
経
験
や
趣
味
を
生
か
し
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品

の
販
売
等
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
Ｉ
Ｔ
・
情
報
通
信
業
や
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
の
専
門
技
術
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
柔
軟
な
働
き
方
が
可
能
な
業
種

の
起
業
・
創
業
支
援
や
、
複
数
の
仕
事

を
持
つ
副
業
の
支
援
、
創
業
機
運
醸
成

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
時
代
に
合
っ

た
様
々
な
起
業
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
実
施
し
、
女
性
の
み

な
ら
ず
、
若

者
が
自
分
ら

し
い
働
き
方

を
選
び
、
本

市
で
豊
か
に

暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
社
会

の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

坂
さ か も と

本　健
け ん た ろ う

太郎　議員

女性の声を政策に、女性から選ばれる地域に
質問動画は
こちらから

あ
り
、
ま
た
、
環
境
衛
生
施
設
の
整
備

や
観
光
振
興
な
ど
の
経
費
に
充
て
ら
れ

る
目
的
税
で
す
。

　

温
泉
施
設
は
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

寄
与
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
市
と
し
て
も
入
湯
税
は
重
要
な

財
源
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
受
益
者

に
負
担
を
求
め
る
と
い
う
法
律
の
趣
旨

を
考
慮
し
て
も
、
現
行
の
税
率
を
維
持

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

◎
昨
年
発
生
し
た
豪
雨
災
害
で
、
農
地

の
復
旧
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
未
発
注

工
事
や
入
札
不
調
の
対
応
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

未
発
注
事
業
が
存
在
す
る
理
由

に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
工
事
の
発
注

数
が
多
く
、
測
量
設
計
や
経
済
比
較
な

ど
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
実
施

設
計
が
完
成
し
て
い
る
た
め
、
今
後
、

早
期
発
注
に
向
け
て
入
札
手
続
き
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
入
札
不
調
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
国
や
県
を
は
じ
め
他
町
村

の
工
事
を
複
数
受
注
し
て
お
り
、
従
事

す
る
技
術
者
及
び
作
業
員
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
対
応

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
整
理
し
、

複
数
工
事
で
の
技
術
者
の
兼
任
や
複
数

箇
所
を
合
算
し
発
注
件
数
の
調
整
や
工

期
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

事
業
者
が
応
札
可
能
な
発
注
形
態
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
た な か

中　　功
いさお

　議員

山屋温泉の入湯税免除を！
質問動画は
こちらから

としま100人女子会のチラシ

再開した【山屋温泉】

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

常
任
委
員
会
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

議
会
報
告
会

一
般
質
問

チ
ョ
イ
ス

議
員
研
修
報
告
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◎
近
年
の
猛
暑
に
よ
り
熱
中
症
や
体

調
不
良
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
大
会
開
催
の
拠
点
で
も
あ
る
東

山
体
育
館
に
は
冷
房
設
備
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

教
育
長　

近
年
は
猛
暑
が
続
い
て
お

り
、
館
内
も
高
温
に
な
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
の
熱
中
症
や
体
調
不
良
の
危

険
性
が
高
ま
る
た
め
、
施
設
管
理
面

に
お
け
る
暑
熱
対
策
に
は
大
き
な
課

題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、
冷
房
設
備
の
整
備

が
暑
熱
対
策
に
大
き
な
効
果
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
整
備

に
は
単
に
冷
房
設
備
を
導
入
す
る
だ

け
で
な
く
、
施
設
の
断
熱
性
の
向
上

や
電
気
設
備
の
更
新
等
、
様
々
な
確

認
、
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
市
体
育
館
へ
の
冷
房
設

備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
体

育
施
設
全
体
の
整
備
の
あ
り
方
を
見

直
す
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
北
本
町
の
歩
道
に
は
タ
イ
ル
の
剥

が
れ
や
下
地
の
露
出
が
多
数
見
ら
れ
、

雨
や
雪
の
日
に
は
特
に
滑
り
や
す
く

危
険
で
す
。
歩
道
整
備
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
に

よ
る
状
況
を
確
認
し
、
緊
急
性
や
対

応
策
を
確
認
し
な
が
ら
維
持
修
繕
を

行
い
、
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

北
本
町
の
歩
道
に
つ
い
て
は
、
経

年
劣
化
に
よ
る
損
傷
に
加
え
、
ア
ー

ケ
ー
ド
の
撤
去
に
伴
い
機
械
除
雪
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
劣
化
を
早
め

て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
劣
化
が
進
行
し
、

滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
箇
所
や
損

傷
に
よ
り
凹
凸
が
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
舗
装
補
修
の
対
応
を
行
い
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

車
道
を
含
め
た
全
体
的
な
路
線
の
劣

化
度
合
い
や
優
先
順
位
を
勘
案
し
た

う
え
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

わらすこ広場前の歩道

◎
歴
史
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
復
旧
状

況
と
今
後
の
復
旧
計
画
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

教
育
長　

ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
現
在
１
階
の
お
祭
り

ホ
ー
ル
の
み
開
館
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
本
年
５
月
に
策
定
し
た
地
下

機
械
室
復
旧
計
画
を
基
に
、
館
内
設

備
の
配
置
や
収
蔵
品
の
展
示
方
法
も

含
め
て
、
工
事
内
容
を
精
査
し
、
実

施
設
計
に
向
け
て
事
務
手
続
き
を
進

め
ま
す
。

◎
し
ん
じ
ょ
う
観
光
大
使
の
今
村
翔

吾
さ
ん
の
「
火
喰
鳥
」
の
漫
画
・
ア

ニ
メ
化
に
よ
り
「
聖
地
巡
礼
」
の
地

と
し
当
市
を
訪
れ
る
方
を
増
や
し
て

い
く
た
め
に
、
空
き
店
舗
を
利
用
し

漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
そ
の
他
文
化

団
体
や
観
光
資
源
と
の
連
携
に
よ
る

回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
は
い
か
が
か
。

市
長　

新
庄
ま
ち
な
か
漫
画
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
万
場
町
商
店
街
の
有
志

に
よ
る
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

の
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
昨
年
５
月
か
ら
万
場
町

商
店
街
を
メ
イ
ン
エ
リ
ア
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
こ
れ
に
加
え
、
観
光
庁

の
補
助
事
業
と
し
て
漫
画
・
ア
ニ
メ

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
地
方
誘

客
・
周
遊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
７
月
末

に
採
択
さ
れ
た
た
め
、
今
村
先
生
や

出
版
社
な
ど
の
関
連
事
業
者
の
ご
協

力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
漫
画
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
事
業
と
連
携
し
た
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
を
含
め
、
国
内
外
問
わ
ず
よ
り
多

く
の
方
に
本
市
の
ま
ち
歩
き
や
周
辺

地
域
も
含
め
た
聖
地
巡
礼
の
よ
う
な

周
遊
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
文
化
団
体

や
観
光
資
源
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

今
後
事
業
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、

必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

山
や ま し な

科　春
は る み

美　議員

鈴
す ず き

木　啓
け い た

太　議員

魅力ある観光のまちづくりについて

東山体育館に冷房を！

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

今村翔吾さんの小説のアニメ化を祝う
ラッピングバス

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

常
任
委
員
会
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

一
般
質
問

チ
ョ
イ
ス

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会
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今
後
の
２
年
間
は
、
東
北
農
林
専
門

職
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、
学
生
と
地

域
を
結
び
つ
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
道
の
駅
の
検
討
会
再
開
、
県
立

新
庄
病
院
と
連
携
し
た
健
康
づ
く
り
、

道
の
駅
新
庄
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
原

蚕
の
杜
を
契
機
と
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
発
や
産
業
振
興
、
二
地
域
居
住

の
推
進
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、
本

市
出
身
の
著
名
人
の
協
力
を
得
て
観
光

振
興
を
図
る
な
ど
し
、
誰
も
が
将
来
に

希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

◎
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
「
書

か
な
い
窓
口
」
設
置
の
進
捗
状
況
と
、

実
施
時
期
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

書
か
な
い
窓
口
の
設
置
に
向
け
、

使
用
す
る
ハ
ー
ド
機
器
導
入
の
準
備
に

加
え
、
職
員
研
修
を
開
催
す
る
な
ど
情

報
の
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
な
仕
様

に
つ
い
て
確
定
し
て
い
く
ほ
か
、
市
民

課
フ
ロ
ア
の
レ
イ
ア
ウ
ト
改
修
や
具
体

的
な
事
務
フ
ロ
ー
の
作
成
を
進
め
る
な

ど
確
実
に
準
備
を
進
め
、
来
年
２
月
か

ら
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
書
か
な
い
窓
口
導
入
後
も
、

各
課
で
情
報

連
携
が
で
き

る
よ
う
、
全

庁
的
に
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

◎
山
科
市
長
は
、
令
和
５
年
９
月
に
市

長
に
当
選
し
、
市
政
を
担
わ
れ
て
２
年

が
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら
は
折
り
返
し
の
２

年
の
任
期
で
す
。
人
口
減
少
対
策
等
を

は
じ
め
、
山
積
す
る
諸
課
題
解
決
に
向

け
、
市
長
は
何
を
標
榜
し
持
続
可
能
な

市
政
運
営
を
図
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

市
長
就
任
以
来
、「
対
話
と
決

断
」「
未
来
へ
の
責
任
」
を
基
本
理
念

と
し
、
市
の
課
題
克
服
に
向
け
新
た
な

発
想
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
人
口
減

少
へ
の
対
応
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

長
期
的
視
点
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
事

態
を
受
け
止
め
た
う
え
で
人
口
規
模
が

縮
小
し
て
も
社
会
を
機
能
さ
せ
る
適
応

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
く
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
創

出
と
若
者
の
移
住
や
ふ
る
さ
と
回
帰
を

促
進
さ
せ
、
市
民
の
皆
様
が
健
康
で
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
道
の
駅
『
新
庄
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ

ン
原
蚕
の
杜
』
の
開
業
に
お
い
て
、
高

速
道
整
備
に
よ
る
広
域
交
通
の
変
化
に

対
応
す
る
誘
導
策
や
観
光
と
の
連
携
戦

略
を
伺
う
。

市
長　

道
の
駅
「
新
庄
エ
コ
ロ
ジ
ー

ガ
ー
デ
ン
原
蚕
の
杜
」
整
備
に
お
け

る
基
本
方
針
が
、『
地
域
の
人
に
愛
さ

れ
、
訪
れ
る
人
に
は
何
度
で
も
来
た
く

な
る
「
目
的
道
の
駅
」』
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
道
の
駅
と
し
て
の
道
路
利

用
者
に
対
す
る
利
便
性
の
向
上
の
み
な

ら
ず
、
既
存
施
設
と
し
て
エ
コ
ロ
ジ
ー

ガ
ー
デ
ン
全
体
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
つ
つ
、

全
国
・
東

北
・
山
形

県
そ
れ
ぞ

れ
の
「
道

の
駅
」
連

絡
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
用

や
周
辺
自

治
体
等
と

連
携
し
た

周
遊
プ
ラ
ン
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◎
令
和
８
年
開
校
予
定
の
『
新
庄
志
誠

館
高
校
』
へ
将
来
進
学
を
希
望
す
る
小

中
学
生
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
や

高
校
と
の
連
携
策
を
ど
の
よ
う
に
強
化

し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

教
育
長　

市
内
各
校
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
全
体
計
画
を
作
成
し
、
特
別
活

動
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
中
で
、

地
域
の
方
や
自
然
や
文
化
と
関
わ
り
な

が
ら
、
将
来
設
計
や
生
き
方
な
ど
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
な
学
習
を
発
達
段
階

に
応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
現

在
行
っ
て
い
る
大
学
や
専
門
学
校
へ
の

上
級
学
校
訪
問
や
、
商
工
観
光
課
で
行

っ
て
い
る
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
―
ｊ
ｏ
ｂ
の
よ
う

な
企
業
体
験
や
職
場
体
験
等
を
通
し
て
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
自
分
の
夢
を

見
つ
け
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
新
庄

北
高
校
等
で
の
探
究
学
習
発
表
会
に
中

学
生
も
参
加
し
、
自
分
の
探
究
学
習
に

つ
い
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
新
た
な

学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
、
新
庄
北
高
校
普
通
科

探
究
コ
ー
ス
が
新
庄
志
誠
館
高
校
探
究

科
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
高
校
と

の
交
流
を
土
台
と
し
な
が
ら
、
専
門
的

な
知
識
を
も
と
に
、
と
も
に
学
ん
だ
り

研
究
し
た
り
し
な
が
ら
、
よ
り
探
究
的

な
学
び
が
深
ま
る
よ
う
な
連
携
が
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
や ま し な

科　正
ま さ ひ と

仁　議員

「まちと教育」新庄の未来
質問動画は
こちらから

小
お じ ま

嶋　冨
と み や

弥　議員

持続可能な市政運営について
質問動画は
こちらから

市民課窓口

歴史との融合　道の駅

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

常
任
委
員
会
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

一
般
質
問

チ
ョ
イ
ス

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会



一般質問

10R7.11.10

◎
東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
学
生
を
新

庄
市
に
呼
び
込
む
に
は
他
の
自
治
体
に

負
け
な
い
居
住
支
援
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
現
在
新
庄
市
で
は
学
生
の
居
住
誘

導
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
か
。

市
長　

東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
学
生

の
居
住
支
援
と
し
て
、
定
住
促
進
住
宅

を
改
修
し
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
化
や
エ
ア

コ
ン
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
給
湯
器
等
を
備

え
付
け
、
入
居
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
学
生
や
教
職
員
が

本
市
に
居
住
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
新

た
な
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
、
財
源
の

確
保
を

視
野
に

入
れ
、

他
の
自

治
体
の

事
例
を

参
考
に

し
な
が

ら
、
民

間
企
業

と
協
力

◎
危
険
な
暑
さ
が
続
い
た
夏
。
７
月

の
降
水
量
は
８
ミ
リ
と
最
小
を
記
録
。

「
高
温
渇
水
対
策
本
部
」
を
初
め
て

設
置
。
今
後
も
続
く
と
さ
れ
る
危
険

な
暑
さ
へ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

市
長　

市
で
は
、
令
和
７
年
７
月
29

日
に
新
庄
市
高
温
渇
水
対
策
本
部
を

設
置
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め

迅
速
な
情
報
共
有
と
対
応
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
高
温
・

渇
水
に
伴
う
農
産
物
等
に
対
す
る
被

害
軽
減
と
生
産
の
維
持
を
図
る
た
め
、

農
業
用
水
確
保
対
策
及
び
園
芸
作
物

生
産
資
材
、
肥
料
農
薬
の
購
入
に
対

す
る
助
成
制
度
を
設
け
、
高
温
渇
水

対
策
を
実
施
す
る
農
家
負
担
軽
減
の

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◎
待
望
の
新
庄
志
誠
館
高
校
が
、
７

年
後
、
新
庄
南
高
校
の
敷
地
に
新
築

さ
れ
ま
す
。
周
辺
の
道
路
状
況
や
敷

地
の
制
約
等
か
ら
、
朝
の
自
動
車
送

迎
の
際
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

で
き
る
よ
う
な
形
で
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

◎
学
生
や
教
職
員
向
け
に
家
具
や
家
電
、

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
付
帯
設
備
と
し
て
備
え

た
住
宅
を
提
供
し
、
新
庄
市
に
居
住
す

る
学
生
や
教
職
員
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
卒
業
生
か
ら
の

リ
ユ
ー
ス
で
家
具
を
回
す
よ
う
な
こ
と

も
学
生
支
援
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
新
庄
市
が
回
収
し
市
内

の
学
生
支
援
に
活
用
す
る
な
ど
、
再
利

用
の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

家
具
や
家
電
な
ど
付
帯
設
備
を

備
え
た
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
入

居
時
の
初
期
費
用
の
負
担
を
軽
減
し
、

入
居
者
の
利
便
性
を
高
め
る
有
効
な
方

策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
総
合

的
な
建
設
費
用
は
家
賃
に
も
反
映
さ
れ

る
た
め
、
そ
の
需
要
を
見
込
み
な
が
ら
、

ま
た
、
維
持
管
理
費
や
家
電
等
の
更
新

費
用
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
の
多
い
山
形
市
な
ど
で

は
民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
や
生
協
な

ど
を
通
じ
て
リ
ユ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
新
庄
市

で
は
、
自
治
体
が
関
わ
り
な
が
ら
リ

ユ
ー
ス
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
非
常
に
面
白
い
取
組
み
で
あ
り
、

ま
た
学
生
の
た
め
に
な
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
一
般
家
庭
か
ら
の
リ
ユ
ー
ス

な
ど
も
含
め
、
関
係
各
課
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長　

新
校
舎
が
市
街
地
に
新
築
移

転
さ
れ
る
こ
と
は
、
都
市
機
能
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
新
庄
・
最
上
地
域
に

お
い
て
重
要
な
教
育
施
設
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
様
々
な
面

か
ら
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

開
校
し
新
校
舎
が
整
備
さ
れ
る
と
、

周
辺
道
路
の
交
通
環
境
の
変
化
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
特
に
通
学
時
間
帯
に

お
い
て
は
、
自
動
車
で
の
送
迎
な
ど

で
渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

県
の
計
画
に
よ
る
と
、
今
年
度
か

ら
新
校
舎
の
基
本
設
計
及
び
実
施
設

計
を
行
い
、
建
物
の
配
置
や
駐
車
場
、

送
迎
車
へ
の
対
応
な
ど
も
検
討
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
設
計
作
業
に
合
わ
せ
、
県

の
関
係
部
局
と
協
議
し
、
周
辺
道
路

網
の
交
通
実
態
や
送
迎
車
の
通
学
動

線
な
ど
を
考
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て

市
道
改
良
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

辺
へ ん み

見　孝
こ う た

太　議員

亀
か め い

井　博
ひ ろ と

人　議員

学生居住支援！家具家電Ｗｉ-Ｆｉ

高温・渇水　待望の新高校

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

東北農林専門職大学

朝混み合う新庄南高校付近Ｔ字路

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

常
任
委
員
会
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

一
般
質
問

チ
ョ
イ
ス

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会



一般質問

11 R7.11.10

◎
新
庄
市
の
最
大
の
行
政
課
題
は
人
口
減

少
問
題
で
あ
り
ま
す
。
市
民
と
の
約
束
で

あ
る
公
約
を
市
政
運
営
に
反
映
さ
れ
て
来

た
具
体
的
な
施
策
の
自
己
評
価
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

市
長　

こ
れ
ま
で
、
「
対
話
と
決
断
」

「
未
来
へ
の
責
任
」
を
基
本
理
念
と
し
、

市
が
抱
え
る
諸
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、

公
約
で
あ
る
「
全
て
の
市
民
の
方
々
と
と

も
に
、
対
話
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
子

育
て
支
援
充
実
と
地
域
力
を
活
か
す
教

育
の
充
実
」
、
「
次
世
代
に
つ
な
が
る

産
業
・
雇
用
・
道
の
駅
」
、
「
東
北
農

林
専
門
職
大
学
を
活
か
し
た
持
続
可
能

な
農
業
」
、
「
新
た
な
医
療
連
携
に
よ

り
、
み
ん
な
が
健
康
長
寿
の
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け

て
取
り
組

ん
で
き
ま

し
た
。
こ

の
ほ
か
に

も
、
『
輝

く
未
来
へ

挑
戦
す
る

ま
ち
づ
く

り
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
空
き
家
対

策
事
業
や
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配

置
、
書
か
な
い
窓
口
等
の
導
入
に
よ
る
Ｄ

Ｘ
化
の
推
進
な
ど
の
新
規
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

残
り
２
年
の
任
期
は
、
人
口
減
少
を
最

大
の
課
題
と
捉
え
、
危
機
感
と
ス
ピ
ー
ト

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◎   

雇
用
の
創
出
を
図
る
工
業
用
地
整
備

事
業
は
２
年
間
、
休
止
状
態
で
あ
り
雇
用

環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
執
行
権

の
あ
る
市
長
と
し
て
「
再
考
・
中
止
」
の

政
策
的
判
断
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

市
長　

単
に
工
業
用
地
を
造
成
し
て
企
業

を
誘
致
す
れ
ば
立
地
す
る
状
況
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
若
者
を
は
じ
め
と
し
た
働
き

手
か
ら
選
ば
れ
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
の
雇
用
や
企
業
の
投
資
の
受
け
皿
と
し

て
工
業
用
地
の
確
保
は
重
要
な
課
題
の
１

つ
で
す
が
、
経
済
・
産
業
を
取
り
巻
く
情

勢
や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
、
特
色
あ
る

持
続
可
能
な
産
業
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

も
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
、
工
業
用
地
整
備
を
含
む
産
業
施
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
今
年
度
中
の
策
定

に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
お
り
、
策
定
委

員
会
で
は
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
や
仕

事
の
創
出
、
地
域
の
付
加
価
値
を
高
め
循

環
を
生
み
出
す
仕
組
み
づ
く
り
、
地
域
特

性
を
生
か
し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
の
３

つ
の
視
点
を
重
視
し
て
議
論
を
し
て
い
ま

す
。

小
お の

野　周
し ゅ う い ち

一　議員

市長の政治姿勢について
質問動画は
こちらから

度
以
降
、
５
年
連
続
で
過
去
最
大
を

更
新
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
賃

金
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
企
業
の
成

長
と
地
域
経
済
の
発
展
の
中
で
は
じ

め
て
持
続
可
能
な
も
の
に
な
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
市

と
し
て
は
、
賃
金
を
引
き
上
げ
る
た

め
の
市
独
自
の
補
助
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◎
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
現
場
で
働

く
ケ
ア
労
働
者
に
、
社
会
的
役
割
の

重
要
性
に
応
じ
た
賃
金
の
保
障
を
国

に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

医
療
、
介
護
、
福
祉
の
現
場

で
は
、
人
材
不
足
や
長
引
く
物
価
高

騰
に
よ
り
諸
経
費
の
増
加
が
全
国
的

な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
、
全
国
知
事
会
、
全
国

市
長
会
に
お
い
て
、
国
に
対
し
各
種

制
度
の
拡
充
や
見
直
し
を
は
じ
め
、

人
員
確
保
の
観
点
か
ら
他
業
種
と
比

べ
て
遜
色
の
な
い
賃
金
水
準
と
な
る

よ
う
底
上
げ
を
図
る
こ
と
や
、
物
価

高
騰
に
対
す
る
事
業
者
へ
の
財
政
支

援
を
行
う
こ
と
を
申
し
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
今
年
度
、
補

正
予
算
に
よ
り
、
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
医
療
機
関
、
介
護
保
険
事
業
所
、

障
が
い
者
事
業
所
へ
支
援
金
を
支
給

す
る
予
定
で
す
。

◎
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
最
低
時

給
１
５
０
０
円
へ
の
大
幅
引
上
げ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
企
業
の
２
０

１
２
年
以
降
に
増
え
た
内
部
留
保
に

２
％
だ
け
課
税
し
、
中
小
企
業
を
支

援
す
る
こ
と
を
国
へ
提
案
す
る
と
と

も
に
、
市
独
自
の
支
援
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

市
長　

最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
報

道
等
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
山
形
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
が
山
形
労
働
局

に
77
円
の
引
上
げ
を
答
申
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に

よ
り
本
県
の

最
低
賃
金
は

１
時
間
あ
た

り
１
０
３
２

円
と
な
り
、

つ
い
に
千
円

の
大
台
を
突

破
す
る
見
通

し
と
な
り
、

２
０
０
２
年

佐
さ と う

藤　悦
え つ こ

子　議員

最低時給ただちに１５００円に
質問動画は
こちらから

市庁舎

現金給与総額

一般労働者 368,833円

パートタイム労働者 118,687円

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

常
任
委
員
会
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

一
般
質
問

チ
ョ
イ
ス

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会

山形県毎月勤労統計　就業形態別の賃金（令和６年平均）
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◎
特
に
ク
マ
な
ど
の
危
険
鳥
獣
へ
の
対

策
に
つ
い
て
、
県
内
で
被
害
が
相
次
ぎ

餌
不
足
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
市
街
地
へ

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
と
、
特
に

里
山
と
市
街
地
の
間
の
緩
衝
地
帯
の
草

刈
り
や
除
草
剤
散
布
の
事
業
化
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

市
長　

市
街
地
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
目
撃
情
報
の
あ

っ
た
山
際
の
農
地
付
近
へ
の
罠
の
設
置

等
に
よ
り
、
捕
獲
、
駆
除
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
ク
マ
だ
け
で
な
く
シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
対
策

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

里
山
と
市
街
地
の
間
の
緩
衝
地
帯
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
収
穫
後
の
農
産
物

の
残
渣
の
処
分
や
収
穫
を
行
わ
な
い
果

樹
等
の
樹
木
の
伐
採
な
ど
、
誘
因
物
の

除
去
を
農
業
者
へ
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鳥
獣
が
潜
み
や
す
い
草
む
ら
や

藪
な
ど
の
環
境
整
備
は
、
地
域
や
集
落

単
位
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
猫
の
不
妊
・
去
勢
補
助
事
業
に
つ
い

て
、
市
の
現
状
や
多
頭
飼
育
崩
壊
の
問

題
認
識
を
踏
ま
え
、
制
度
導
入
の
検
討

状
況
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
へ
の

啓
発
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

市
長　

猫
の
不
妊
・
去
勢
に
対
す
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、
野
良
猫
に
起
因

す
る
環
境
衛
生
面
で
の
問
題
や
、
野
良

猫
の
頭
数
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
重

要
な
手
段
で
あ
る
た
め
、
制
度
の
導
入

に
向
け
て
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
が
、

他
の
地
域
で
は
愛
護
団
体
が
中
心
と
な

っ
て
不
妊
・
去
勢
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
本
市
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動

を
行
う
団
体
等
が
な
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
野
良
猫
の
苦
情

だ
け
で
な
く
飼
い
猫
に
つ
い
て
も
適
正

な
管
理
を
促
す
た
め
、
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
の
啓
発
を
行
い
、
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
定
期
的
に
周
知
を
行
う
よ
う

努
め
ま
す
。

伊
い と う

藤　健
け ん い ち

一　議員

クマなどの危険鳥獣への対策について
質問動画は
こちらから

今年２月、市内中心部に出没したクマ

◎
自
身
の
野
菜
摂
取
量
を
手
軽
に

「
見
え
る
化
」
で
き
る
機
器
「
ベ
ジ

チ
ェ
ッ
ク
」
を
導
入
し
、
市
民
の
健

康
意
識
の
向
上
と
食
生
活
の
改
善
を

促
す
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

健
康
測
定
会
に
お
い
て
、
毎

年
、
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
明
治

安
田
生
命
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

野
菜
摂
取
充
足
度
が
測
定
で
き
る
ベ

ジ
チ
ェ
ッ
ク
測
定
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎
塩
分
摂
取
量
の
削
減
は
健
康
寿
命

の
延
伸
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
欠

か
せ
な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
減
塩

対
策
が
ど
の
程
度
効
果
を
あ
げ
市
民

の
減
塩
意
識
向
上
や
行
動
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
減
塩
対

策
に
つ
い
て
の
課
題
を
お
伺
い
し
ま

す
。

市
長　

減
塩
対
策
の
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
健
康
講
演
会
や
出
前
講
座
、

料
理
教
室
、
乳
幼
児
健
康
診
断
等
で

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
令
和
６
年
度
は

約
60
回
、
１
０
０
０
人
以
上
の
方
々

に
減
塩
の
講
話
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
健
診
会
場
に
午

後
か
ら
職
員
２
名
を
配
置
し
、
減
塩

の
声
が
け
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
ご
協

力
に
よ
り
、
料
理
教
室
開
催
の
ほ
か
、

減
塩
に
関
す
る
ミ
ニ
ポ
ス
タ
ー
や
持

ち
帰
り
用
レ
シ
ピ
を
公
共
施
設
や
市

内
ス
ー
パ
ー
に
掲
示
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
前
講
座
で
生
活
習
慣
病
、

食
事
関
係
の
講
話
内
容
を
希
望
す
る

団
体
が
以
前
は
３
割
程
度
で
し
た
が
、

こ
こ
数
年
で
５
割
以
上
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
、
市
民
の
方
々
の
関
心
度

が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

減
塩
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
市
で

も
取
組
み
を
推
進
す
べ
き
大
き
な
課

題
と
と
ら
え
て
お
り
、
過
大
な
塩
分

摂
取
が
生
活
習
慣
病
と
非
常
に
大
き

な
関
わ
り
を
持
つ
要
因
で
あ
る
こ
と

を
市
民
の
方
へ
周
知
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

髙
た か は し

橋　富
ふ み こ

美子　議員

ベジチェックの導入について
質問動画は
こちらから

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

常
任
委
員
会
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

一
般
質
問

チ
ョ
イ
ス

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会

ベジチェック
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　いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化にともなう社会保障制度の整備、子育て施策、人口減少下での地域
活性化をはじめ、ＤＸの推進、脱炭素化、物価高騰対策など、極めて多岐にわたる新たな役割が求められています。
　加えて、多発する大規模災害への対応や新興感染症への備えも求められる中、地域公共サービスを担う人員は依然
として不足しており、職場の疲弊感は日々深刻化しています。
　政府はこれまで「骨太の方針」に基づき、地方一般財源の前年度水準を確保する姿勢を示してきましたが、増大す
る行政需要と人員不足の現状を踏まえれば、今後はより踏み込んだ財源確保が求められます。
　このため、2026年度政府予算および地方財政の検討にあたっては、現行の地方一般財源水準確保より積極的に踏
みだし、社会全体として求められている賃上げ基調にふさわしい人件費の確保を含めた地方財政の一層の充実を図る
よう、以下の事項を強く要望します。

記
１．�社会保障の充実、地域活性化、自治体ＤＸ、脱炭素化、物価高騰対策、防災・減災、学校施設や公共施設の更新・

維持管理、公共インフラ（道路・水道等）の老朽化対策、地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団体の
財政需要を的確に把握するとともに、それを支える人件費を重視しつつ、現行の水準にとどまらない、より積極
的な地方財源の確保・充実をはかること。

２．�とりわけ、子育て対策、地域医療の確保、介護や生活困窮者の自立支援など、より高まりつつある社会保障ニー
ズが自治体の一般行政経費を圧迫していることから、引き続き、地方単独事業分も含めた、十分な社会保障経費
の拡充をはかること。とくに、これらの分野を支える人材確保にむけた自治体の取り組みを十分に支える財政措
置を講じること。

３．�政府として減税政策を検討する際は、地方財政を棄損することがないよう、あらかじめ「国と地方の協議の場」
を活用するなどし、特段の配慮を行うとともに、地方財政への影響が想定される場合は、確実にその補填を行う
こと。

４．�自治体業務システムの標準化・共通化にむけては、その移行に係る経費はもとより移行の影響を受けるシステム
の改修経費や大幅な増額が見込まれるシステム運用経費まで含め、必要な財源を補填すること。また、戸籍等
への記載事項における「氏名の振り仮名」の追加やマイナンバーカードと健康保険証・運転免許証の一体化など、
自治体ＤＸにともなうシステム改修や事務負担、人件費の増大が想定され
る際は、十分な財政支援を行うこと。

５．�地域の活性化にむけて、その存在意義が改めて重視されている地域公共交
通について、公共交通専任担当者の確保を支援するとともに、こども・子
育て政策と同様、普通交付税の個別算定項目に位置付け、一層の施策充実
をはかること。

６．�自治体の行う事業において、労務費の適切な価格転嫁が果たされるよう、
　　必要な財政支援を行うこと。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

山形県市議会議長会第63回議員研修会
日時／８月７日(木)
主催／山形県市議会議長会・
	 東北市議会議長会
会場／山形国際交流プラザ	
　　  「山形ビッグウイング」

 　大阪経済大学特命教授で経済評論家の岡田晃氏が、「揺れ動く国際情勢と日本経済の展

望」と題して、「新冷戦」と呼ばれる世界の構図や日本関税交渉の行方などについてご講

演されました。その中でアメリカのトランプ政権に触れ、各国との関税交渉について「関

税をディール（取引）の駆け引き材料としている」と指摘し今後の展望を示しました。

この研修会は県内13市の市議会議員が一堂に会し、議員の資質向上、議会活性化を目

的に毎年開催しています。このたびの講演内容では「インバウンド（訪日客）が過去最高

を記録し、今までにない地方活性化の経路ができている。山形県も発展する可能性を大い

に秘めている。」という言葉が印象的でした。

キーワードは『課題こそニーズ。』構造変化に対応し、新たなニーズをいかに地域に取

り込んで行くのか。この研修で、学び得たことを今後の議会に活かしてまいります。

チョイス

議会案第５号 地方財政の充実・強化に関する意見書

衆参両院議長、関係大臣に送付しました。

意見書とは
地方公共団体の公益に
関する事件に関して、
議会の意思を意見とし
てまとめた文書のこと
で、議会は可決された
意見書を国会や関係行
政庁に提出することが
できるんじゃ。

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
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の
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果

常
任
委
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決
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別
委
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般
質
問
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ョ
イ
ス

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会
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環境にやさしい植物油インキを使用しています

■発　行／山形県新庄市議会　　■編　集／議会報編集委員会
■問い合わせ／新庄市議会事務局　〒996-8501　山形県新庄市沖の町10番37号
　　　　　　　TEL 0233-22-2111（内線302・303）　0233-23-5002（直通）
　　　　　　　FAX 0233-22-0989　E-maiL gikai@city.shinjo.yamagata.jp

開会は10時です　◇請願は随時受け付けております。

どなたでも傍聴できます。受付票に住所・氏名を記入していただく
ほかは面倒な手続きはありません。団体の方は事前に議会事務局ま
でご連絡ください。ぜひ、市役所３階議場に足を運んでください！

議会の傍聴について
社会情勢に合った「開かれた議会」とするため、傍聴
人の禁止行為などの見直しを行いました。詳しくはホ
ームページをご覧ください。

新庄市議会傍聴規則の改正について

スマートフォン・タブレットでも
市議会ネット中継が視聴できます！

市議会
インターネット中継

市議会
インターネット中継

11 月 25 日（火）　請願締切
12 月   5 日（金）　開　　会
　　   8 日（月）　一般質問
　　   9 日（火）　一般質問
　　  10 日（水）　一般質問
　　  11 日（木）　常任委員会
　　  12 日（金）　常任委員会
　　  17 日（水）　最終日

パソコン
のほか12

月
定
例
会
の
予
定 市議会の様子をインターネット中継しています。市役

所の市民課フロア、市民プラザでも視聴できますので、
ぜひご活用ください。
※約１週間後に、録画したものがインターネットで視聴できます。

委
員
長	

鈴
木　

法
学

副
委
員
長	

伊
藤　

健
一

委　
　

員	

亀
井　

博
人

	

鈴
木　

啓
太

	

辺
見　

孝
太

	

今
田　

浩
徳

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

ああ
とと
がが
きき

木
枯
ら
し
が
吹
き
、
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
の

大
半
は
３
年
目
を
迎
え
、
１
名

は
経
験
者
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
研
修
会
参
加
な
ど
を
重

ね
て
表
紙
や
誌
面
の
見
や
す
さ

に
配
慮
し
な
が
ら
、
写
真
や
説

明
文
、
文
字
サ
イ
ズ
、
大
き
さ

や
言
葉
選
び
に
工
夫
を
重
ね
て

い
ま
す
。
今
年
の
表
紙
テ
ー
マ

は
地
元
の
有
形
・
無
形
文
化
財

と
そ
こ
に
暮
ら
す
市
民
。
５
回

の
会
議
を
経
て
、
丁
寧
に
校
正

を
重
ね
て
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
市
民
の
皆
さ

ま
と
議
会
を
つ
な
ぐ
」
大
切
な

役
割
を
果
た
す
べ
く
、
委
員
一

同
、
よ
り
伝
わ
り
や
す
く
親
し

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取

っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
記
・
伊
藤　

健
一
）

　私が、今村翔吾先生プロデュースの新庄開府400年記念事業「ダンスプロ
ジェクト羽州ぼろ鳶組」に参加したきっかけは、友達に誘われたからです。
私はダンス初心者で、カウントを覚えるところから始まりました。初めは皆
についていくことができず、練習に行くのをためらうこともありました。
　今村先生の目標は高く、札幌市で行われる「ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り」
に出場しグランプリを取ること。「１％でも勝ちに行く気持ち、人の心を打
ち、最後に勝てる可能性があるとしたら、自分たちの想いしかない。」声も
出せない、自分の隊のことばかり考えていた私たちを叱咤激励し、羽州ぼろ
鳶組の本気を植え付けてくれました。

　「ダンスってこんなに楽しいんだ」
と思えるようになり本気でダンスに取
組み、すべてのお客様に元気と感動を
届けたいと駆け抜けてきました。羽州
ぼろ鳶組で学んだ、何度失敗しても、
何度心が折れそうになっても、そのた
びに立ち上がり挑戦を続けていきます。

（松田　心里）

市民の声市民の声
地域で活躍する皆さまの声を紹介します。

一度きりの挑戦一度きりの挑戦

最高の仲間たちと 明倫学園９年　松
まつだ

田　心
み と

里 さん




